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当組合は１市１町共同で消防・救急、ごみ処

理、し尿処理、火葬の各業務を実施しています。

２月２４日に 2月定例会が開催され、平成２１

年度組合会計補正予算、同２２年度予算など５

議案の審査が行われました。 

平成平成平成平成２２２２２２２２年度組合予算年度組合予算年度組合予算年度組合予算はははは    

総額２６億３千万円（＋1.5％） 

歳入歳入歳入歳入のののの９０９０９０９０．．．．１１１１％％％％はははは分担金分担金分担金分担金・・・・負担金負担金負担金負担金で袋井市

78.4％の 18 億 5749 万円余、森町が 21.6％の 5

億 1192 万円余のとなります。歳出歳出歳出歳出はははは総務費

1.2％3160 万円余、衛生費 29.6％7 億 7789 万

円余、消防費 44.2％11 億 6339 万円余、公債費

24.5％6 億 4434 万円余で、性質別性質別性質別性質別に見ると、

人件費 44.1％、物件費 27.3％、公債費 24.5％

となります。 

ごみ処理費に 4 億 9611 万円も 

主なものは、運転管理委託料１億８３７０万

円余、コークスに７４１０万円、灯油に１７６

０万円などです。中遠クリーンセンターは平成

２０年の３月から稼動していますが、３年間の

瑕疵担保期間が平成２２年度で切れるため、今

後各種点検保守管理費用がかさんできます。今

は新日鉄の子会社に管理運営を委託していま

すが、その後の管理委託方法についてどうする

のか内部での検討が進められています。性能委

託、総合評価方式等公平性・透明性のある発注

をするとしていますが限界があります。要は市

民の協力によるごみ減量、ごみ質の改善しか解

決策はありません  

 すでに公共下水道汚泥は全量２２００トン

が焼却されていますが、２２年度からはこれま

で有機肥料として活用していたし尿汚泥も順

次クリーンセンターでの混焼をすすめる計画

です。今年は５００トンで処理手数料として７

５０万円、運搬業務委託に３１５万円が計上さ

れています。４年後には全量を焼却処分する計

画で、そうなればその費用は４０００万円にも

なります。従来の肥料化をやめて焼却処分とす

るのは袋井市が推し進めているバイオマスタ

ウン構想と矛盾しているのでは？？？？ 

 

消防広域化は中遠 2 市１町の枠組みで 

組合として磐田市消防との統合より広域化

を推進するとしています。理由として、所轄人

口が約２８万４千人で３０万規模とする各種

要件をほぼ満たしていること、日常生活圏や文

化圏など住民にとって歴史的な繋がりが深い

こと、消防救急力の整備水準や署所の配置がバ

ランスよく配置されていること、をあげていま

す。今後「広域化消防救急運営計画」の作成、

それに基づく準備事務、手続きがすすめられ、

平成２４年度末の実現を目指すことになりま

す。あまりの広範囲では市の責任が曖昧となり、

また地域の事情に精通した活動が出来なくな

る心配もあり、妥当な選択だと考えます。 
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